
明
治
期
出
版
関
連
資
料
一
端

　
　
　
「
校
正
日
本
外
史
」
刊
行
を
巡
っ
て

　
切
①
。
・
①
胃
筈
8
夢
①
田
。
。
8
字
目
巴
國
①
8
a
。
・
筈
。
暮
暮
①
℃
暮
ま
置
け
δ
昌
ぎ
匪
①
寓
①
荘

　
δ
。
。
o
h
夢
①
b
d
8
訂
．
．
匿
ω
①
幣
2
ぎ
8
⇔
巴
。
。
匡
、
、
≦
誌
暮
魯
ξ
切
巴
ω
p
昌
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

本
　
和
　
明

　
　
　
　
　
一
　
資
料
紹
介
と
し
て

　
紹
介
す
る
の
は
、
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
出
版
に
関
す
る
一
枚
の
手
形
証
券
で
あ
る
。
資
料
「
板
賃
上
納
証
券
」
は
、
禾
口
庵
文
庫
所

蔵
。
縦
二
〇
・
二
糎
、
横
一
三
・
七
糎
の
一
紙
片
で
、
『
日
本
外
史
』
が
、
明
治
十
年
代
後
半
に
如
何
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の

一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
板
賃
上
納
証
券
」
の
紹
介
労
々
、
幾
つ
か
気
づ
い
た
点
を
述
べ
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
そ
の
資
料
を
翻
刻
し
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
板
賃
上
納
証
券
」
は
全
体
が
刷
物
で
あ
り
、
簡
便
に
空
所
の
み
墨
字
に
て
記
載
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
［
図
版
参
照
］
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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宛
先
や
部
数
な
ど
が
既
に
刷
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

し
、
〔
〕
に
て
墨
書
の
箇
所
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃

　
　
　
　
　
　
　
　
叢

濫
麟
鋳
転
転
膨
面

　
　
‘
．
瀬
叢
金
論
絹
譲
翻
纏
竃
軍
器
　
　
　
板

　
　
　
…
‡
禽
藩
鼻
嚢
善
言
丁
年
姦
削
正
　
版

轟
響
畷
壌
殿
、
3
　
鷺
、
國

篤
　
r
　
　
　
　
　
・
，

即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

頻
繁
に
あ
っ
た
交
渉
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

翻
字
に
際

　
　
板
賃
上
納
証
券

第
〔
二
二
六
）
号
　
〔
校
正
外
史
〕
武
百
部
分

↓
　
金
〔
拾
六
圓
内
〕
板
賃

右
金
敷
ル
〔
四
〕
月
肥
薩
日
限
リ
此
手
形
ヲ

正
金
二
引
換
相
納
可
申
候
也

明
治
〔
十
八
〕
年
〔
二
〕
月
〔
講
書
〕
日
　
湯
上
市
兵
衛

　
京
都
東
三
本
木
上
之
町

　
　
　
頼
　
龍
三
翻

印

　
裏
面
に
は
、
萱
銭
の
証
券
印
紙
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
湯
上
市
兵
衛
に
よ
る
割
印
が
な
さ
れ
て
い
る
。
云
う
と
こ
ろ
の
「
板
賃
」
と
は

版
権
使
用
料
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
明
治
十
八
年
二
月
、
野
営
湯
上
市
兵
衛
か
ら
頼
龍
三
宛
に
、
版
権
使
用
料
を
支
払
っ
た
際
の
手
形
と
い

う
こ
と
に
な
る
Q

　
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
は
、
幕
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
一
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
版
本
と
し
て
は
、
天
保
年
間
（
一
八
三

〇
～
一
八
四
四
）
に
墨
客
斎
叢
書
所
収
・
木
活
字
版
全
二
二
冊
が
あ
る
が
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
川
越
藩
に
よ
る
版

（
川
越
版
・
松
平
氏
版
）
が
最
も
普
及
し
た
と
云
う
。
当
初
、
藩
校
教
材
と
し
て
藩
儒
保
岡
嶺
南
の
手
を
経
て
版
刻
さ
れ
た
が
、
好
評
ゆ
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え
に
、
自
ら
版
元
に
な
っ
て
売
り
捌
い
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
一
方
、
山
陽
の
男
章
庵
が
、
『
日
本
外
史
』
を
大
坂
濁
江
秋
田
屋
太
右
衛
門

よ
り
蔵
版
出
版
の
手
続
き
を
し
た
の
が
困
天
保
十
四
年
目
一
八
四
三
）
四
月
置
京
都
の
次
男
支
峰
も
書
騨
河
内
屋
吉
兵
衛
よ
り
出
版
を
計

画
し
て
お
り
、
西
郊
の
中
で
も
う
ま
く
纏
ま
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
川
越
版
の
出
た
翌
弘
化
二
年
、
相
互
の
提
携
が
相
成
り
、
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
八
月
、
「
頼
氏
正
本
」
と
し
て
二
重
騨
が
共
同
し
て
出
版
す
る
に
至
っ
た
。
世
に
「
久
太
郎
版
」
と
も
云
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
京
都
僧
家
で
は
、
他
に
も
昇
平
校
注
に
よ
る
『
増
補
日
本
外
史
』
『
校
正
日
本
外
史
』
な
ど
の
別
版
も
出
し
て
い
る
（
「
秋
田
屋

太
右
衛
門
来
翰
集
」
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
二
一
／
博
多
久
吉
「
日
本
外
史
の
刊
行
に
つ
い
て
」
『
大
阪
史
談
会
報
』
第
四
巻
六

号
）
。

　
さ
て
、
今
回
の
手
形
宛
先
は
「
頼
龍
三
」
と
あ
っ
た
。
即
ち
「
久
太
郎
版
」
（
別
版
）
に
関
わ
る
明
治
期
出
版
の
一
資
料
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
宛
先
の
頼
龍
三
は
、
号
庫
山
・
諌
子
誠
。
山
陽
二
男
支
峰
の
養
嗣
子
（
『
山
陽
先
生
遺
光
』
掲
載
「
頼
氏
略
系
」
に
よ
る
）

で
、
明
治
二
五
年
三
月
二
五
日
に
、
山
陽
の
埋
葬
さ
れ
る
東
山
長
楽
寺
で
の
御
贈
位
墓
前
奉
告
祭
で
、
祭
主
を
勤
め
た
。
昭
和
四
年
↓
月

十
五
日
、
七
十
歳
に
て
没
す
（
木
崎
好
尚
『
頼
山
陽
の
人
と
思
想
』
昭
和
十
八
年
四
月
初
版
、
第
八
章
）
。
参
考
ま
で
に
下
家
略
系
図
を

示
し
て
お
く
。

春
水
－
山
陽
州
講
H
鑓
－
惟
勤

　
送
主
の
湯
上
市
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
未
確
認
の
点
も
多
い
。
今
、
本
屋
仲
間
廃
止
後
も
組
織
を
改
め
継
続
執
筆
さ
れ
た
業

務
日
誌
「
出
勤
帳
」
（
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
七
巻
に
翻
刻
、
昭
和
六
十
年
三
月
刊
）
よ
り
、
湯
上
市
兵
衛
に
関
わ
る
も
の
を
以
下
摘

録
し
て
お
く
。

　
　
○
「
出
勤
帳
」
八
十
四
番
　
明
治
十
五
年
九
月
廿
九
日
条

五
五
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五
六

　
　
　
　
新
加
入
人
　
　
南
区
順
慶
町
通
三
丁
目
六
十
番
地
　
　
　
　
　
　
湯
上
市
兵
衛

　
　
○
「
出
勤
帳
」
八
十
六
番
　
明
治
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
条

　
　
一
　
転
居
　
　
　
　
東
区
北
久
宝
寺
町
三
丁
目
三
十
七
番
地
へ
　
　
　
湯
上
市
兵
衛

　
　
○
「
出
勤
帳
」
八
十
六
番
　
明
治
十
九
年
六
月
十
二
日
条

　
　
｝
　
転
宅
　
　
　
　
東
区
北
久
宝
寺
町
三
丁
目
三
十
七
番
地
へ
　
　
　
湯
上
市
兵
衛

　
　
○
「
出
勤
帳
」
八
十
七
番
　
明
治
十
九
年
入
月
四
日
条

　
　
一
　
止
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
市
兵
衛

　
　
○
「
出
勤
帳
」
八
十
八
番
　
明
治
二
十
一
年
八
月
三
十
日
条

　
　
一
　
開
業
　
　
　
　
南
区
鰭
谷
西
之
町
三
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
市
兵
衛
　
男
二
名

明
治
十
五
年
九
月
廿
九
日
に
「
新
加
入
人
」
と
し
て
大
阪
書
林
組
合
に
名
を
連
ね
る
。
湯
上
市
兵
衛
は
新
興
の
書
騨
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
書
舜
ま
で
食
指
を
動
か
す
ほ
ど
に
、
「
日
本
外
史
」
は
旨
味
の
あ
る
書
籍
だ
っ
た
と
云
う
べ
き
か
。

　
他
に
も
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
証
書
記
載
の
「
校
正
外
史
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
「
久
太
郎
版
」
と
云
っ
て
も
そ
の
種
類
は
多
彩
を
極
め
る
。
頼
惟
勤
「
『
日
本
外
史
』
へ
の
手
引
き
1
蹟
に
代
え
て
一
」

（
岩
波
文
庫
『
日
本
外
史
（
下
ご
　
一
九
八
一
年
十
二
月
刊
、
頼
惟
勤
著
作
集
皿
『
日
本
漢
学
論
集
』
汲
古
書
院
に
再
録
。
）
は
、
諸
本
を

整
理
し
て
今
日
な
お
最
も
詳
細
に
渉
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
甚
だ
複
雑
で
、
不
明
の
点
が
多
い
」
と
す
る
。
今
、
そ
の
記
載

を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
〔
（
へ
）
上
方
版
、
そ
の
二
〕

　
　
　
こ
の
系
統
は
甚
だ
複
雑
で
、
不
明
の
点
が
多
い
が
、
取
り
敢
え
ず
の
と
こ
ろ
、
「
校
正
本
」
・
「
増
補
本
」
・
「
標
証
本
」
の
三
系
列

　
　
を
考
え
て
お
く
。
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『
校
正
日
本
外
史
』
一
二
冊
・
中
本
、
＝
行
二
三
字
、
明
治
一
＝
二
二
・
第
三
刻
本
。
頼
氏
蔵
板
（
送
り
仮
名
つ
き
）

　
　
　
右
の
本
の
題
簸
に
は
「
大
字
第
三
版
」
と
あ
る
。
第
一
版
が
い
つ
な
の
か
不
明
。
奥
付
に
は
版
権
免
許
が
明
治
九
年
一
月
十
二
日

　
　
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
出
版
時
と
は
無
関
係
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
再
刻
御
届
」
は
明
治
十
三
年
五
月
一
日
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
文
庫
『
日
本
外
史
』
下
・
四
八
二
頁
参
照
）

士
官
自
身
が
諸
本
確
認
し
た
中
で
、
明
治
十
八
年
三
月
十
日
出
版
の
『
頼
久
太
郎
著
／
校
正
日
本
外
史
　
｝
（
～
十
二
）
』
を
「
板
賃
上

納
証
券
」
記
載
書
籍
と
し
て
、
提
示
し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
一
二
行
二
五
字
置
送
り
が
な
付
き
の
冊
子
で
あ
り
、
皇
基
勤
氏
の
指
摘
す

る
も
の
と
も
、
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
奥
付
記
載
事
項
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

明
治
　
九
年
一
月
十
二
日

全
　
十
三
年
五
月
一
日

△⊥

@
　
年
六
月

全
　
　
　
年
六
月
廿
八
日

△
⊥
　
　
　
年
七
月

△⊥

¥
七
年
十
二
月
廿
六
日

全
十
八
年
三
月
十
日

　
　
著
者

　
　
出
版
人

　
　
発
見
書
騨

広
島
県
士
族

京
都
府
平
民 版

権
免
許

再
版
御
届

出
版

別
製
本
御
届

出
版

別
製
本
御
届

出
版

　
　
　
頼
久
太
郎

　
　
　
頼
又
次
郎
　
印
〈
京
都
府
上
京
区
第
二
十
二
組
／
東
三
本
木
上
之
町
丁
番
戸
〉

　
　
　
田
中
太
右
衛
門
　
〈
大
坂
府
南
区
安
堂
寺
橋
通
／
四
丁
目
三
十
八
番
地
〉

　
　
　
柳
原
喜
兵
衛
　
　
〈
△
⊥
東
区
北
久
太
郎
町
／
四
丁
目
十
四
番
地
〉

　
　
　
湯
上
市
兵
衛
　
印
〈
全
　
南
区
順
慶
町
／
三
丁
目
六
十
番
地
〉

五
七

266



明治期出版関連資料一端

五
八

　
確
認
す
る
。
資
料
「
板
賃
上
納
証
券
」
に
は
「
明
治
十
八
年
二
月
廿
五
日
　
湯
上
市
兵
衛
」
と
あ
っ
た
。
先
駆
「
出
勤
帳
」
に
よ
り
、

組
合
に
新
加
入
し
た
明
治
十
五
年
九
月
廿
九
日
か
ら
、
北
久
宝
寺
に
転
居
し
た
明
治
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
ま
で
、
「
南
区
軸
組
町
通
三

丁
目
六
十
番
地
」
が
湯
上
市
兵
衛
の
居
住
地
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
全
十
八
年
三
月
十
日
」
付
出
版
の
『
校
正
日
本
外
史
』
に
み
る
湯
上

市
兵
衛
の
居
住
地
と
符
号
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
を
該
当
す
る
書
籍
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
奥
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
言
添
え
て
お
く
。
版
権
免
許
の
記
載
あ
る
「
明
治
九
年
一
月
十
二
日
」
で
あ
る
が
、
『
版
権
書
目
』
第
一

号
（
明
治
九
年
一
月
分
）
に
「
日
本
外
史
／
中
本
　
二
十
二
冊
／
著
者
　
頼
久
太
郎
故
人
／
出
版
人
　
且
又
次
郎
　
広
島
県
士
族
・
浅
井

吉
兵
衛
　
大
阪
府
平
民
・
柳
原
喜
兵
衛
　
全
・
田
中
太
右
衛
門
　
全
・
岡
田
茂
兵
衛
　
△
⊥
・
和
田
次
郎
兵
衛
　
△
⊥
・
山
内
五
郎
助
　
全
」

と
あ
る
。
こ
の
の
ち
版
権
を
巡
る
係
争
が
生
じ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
「
明
治
九
年
一
月
十
二
日
」
の
版
権
免

許
が
『
日
本
外
史
』
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
『
校
正
日
本
外
史
』
に
対
し
て
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
事
足
り
よ
う
。
明
治
八

年
の
出
版
条
例
第
十
一
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
傍
線
部
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
既
に
版
権
を
有
す
る
自
己
の
著
訳
書
を
校
訂
し
、
或
は
節
略
し
、
或
は
註
解
附
録
絵
図
等
を
加
へ
て
目
板
す
る
と
き
は
、
更
に
願
ひ

　
　
出
る
に
憧
れ
は
、
直
下
を
得
へ
か
ら
す
。
其
製
本
の
式
を
改
め
、
若
く
は
冊
数
を
分
合
し
改
期
す
る
に
止
り
、
若
く
は
旧
式
に
依
て

　
　
再
刻
す
る
者
は
板
権
を
存
す
（
略
）
但
し
届
書
を
出
し
製
本
を
納
む
る
は
各
本
星
に
依
る
へ
し

「
校
正
」
本
が
、
奥
付
に
従
え
ば
「
別
製
本
」
扱
い
で
通
用
し
た
こ
と
は
、
意
外
な
感
さ
え
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
今
少
し
諸
本
博

捜
を
経
た
う
え
で
確
認
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
今
は
事
実
を
提
示
す
る
に
留
め
る
。

　
以
上
、
禾
口
重
文
庫
蔵
「
板
賃
上
納
証
券
」
に
つ
い
て
確
認
を
し
、
該
書
の
指
摘
を
し
た
。
ま
だ
幾
つ
か
確
認
す
べ
き
問
題
を
残
す
。

章
を
改
め
、
今
少
し
考
え
て
み
た
い
。
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一
　
そ
の
刷
数
に
つ
い
て
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「
板
起
上
納
証
券
」
図
版
及
び
翻
字
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
武
百
部
」
の
箇
所
は
摺
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
摺
る
に
あ
た
っ
て
、
二

〇
〇
部
が
一
つ
の
目
安
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
目
安
と
は
、
一
回
の
刷
数
の
謂
い
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
版
権

使
用
料
支
払
に
お
け
る
も
の
な
の
か
。

　
例
え
ば
、
宗
政
五
十
緒
は
、
京
都
書
騨
永
田
調
兵
衛
の
明
治
期
の
刷
り
数
を
「
半
年
の
最
低
製
作
部
数
を
二
十
五
部
」
と
し
、
「
二
十

五
部
を
も
っ
て
一
つ
の
単
位
部
数
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
し
、
「
永
田
の
出
版
書
で
は
年
間
の
最
高
部
数
は
七
百
五

十
（
八
百
）
部
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
（
「
明
治
初
期
の
図
書
出
版
部
数
－
京
都
、
永
田
由
兵
衛
家
の
場
合
1
」
『
文
学
』
第
四
十
九
巻

第
十
二
号
、
一
九
八
一
年
一
二
月
）
。

　
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
部
は
一
回
の
刷
数
と
し
て
は
版
木
の
摩
耗
等
を
考
え
て
も
少
し
多
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
『
日
本
外
史
』
の

場
合
、
参
考
と
す
べ
き
は
次
の
発
言
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
今
日
「
外
史
」
五
十
部
面
立
、
印
証
持
参
。
留
版
摺
り
帰
り
申
し
候
。
戸
開
き
（
三
者
注
一
見
返
し
の
こ
と
）
五
十
六
枚
、
蔵
版
印

　
　
摺
り
申
し
候
処
、
表
表
紙
は
四
十
二
枚
よ
り
御
座
な
く
候
。
何
れ
に
て
宜
敷
候
や

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
八
月
半
日
付
、
河
内
屋
吉
兵
衛
宛
頼
三
樹
三
郎
書
簡
（
前
掲
木
崎
好
尚
『
頼
山
陽
の
人
と
思
想
』
一
六
六
頁

掲
載
、
適
宜
改
）
の
一
節
で
あ
る
。
「
五
十
部
摺
立
」
と
い
う
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
久
太
郎
版
『
日
本
外
史
』
は
、
ど
う
や
ら
五
十
部

で
］
つ
の
摺
立
部
数
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
今
回
の
『
校
正
日
本
外
史
』
も
同
様
と
は
即
断
で
き
な
い
も
の
の
、
二
〇
〇
部
と
い
う
数
字

が
一
回
の
刷
数
と
し
て
は
疑
問
の
残
る
こ
と
か
ら
み
て
、
一
節
季
に
お
け
る
摺
数
と
考
え
て
宜
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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二
の
二
　
版
権
使
用
料
に
つ
い
て
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さ
て
「
板
賃
上
納
証
券
」
で
は
、
武
百
部
の
板
賃
が
「
拾
六
圓
」
で
あ
っ
た
。
↓
部
当
た
り
に
直
す
と
八
銭
と
な
る
が
、
こ
の
金
額

は
、
実
際
の
相
場
と
し
て
、
ど
う
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　
古
義
堂
蔵
版
の
場
合
、
江
戸
期
売
値
十
七
匁
の
書
籍
の
板
木
使
用
料
が
六
匁
で
、
書
籍
の
値
段
と
望
潮
の
比
は
三
分
の
一
前
後
も
あ
っ

た
と
い
う
（
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
十
一
巻
）
。
『
日
本
外
史
』
に
関
し
て
も
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
月
付
、
秋
田
二
等
書
騨
宛
頼

支
峰
・
三
樹
三
郎
書
簡
の
一
節
に
「
本
一
部
に
付
、
銀
三
匁
宛
、
永
々
相
納
め
ら
れ
候
約
定
、
相
違
無
く
候
」
と
あ
る
（
木
崎
著
書
一
六

六
頁
掲
載
）
。
「
久
太
郎
版
」
の
売
捌
に
当
っ
て
い
た
書
騨
が
、
脚
質
に
納
め
た
印
税
が
、
「
本
一
部
に
付
、
銀
三
匁
」
で
あ
っ
た
。

　
出
版
条
例
制
定
後
の
明
治
期
に
は
ど
う
か
。
木
崎
好
尚
『
頼
山
陽
の
人
と
思
想
』
に
、
明
治
十
三
年
四
月
十
一
日
、
東
京
の
書
騨
坂
上

半
七
よ
り
、
支
峰
方
へ
宛
て
た
「
外
史
」
其
他
の
勘
定
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
同
書
一
七
五
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
証

　
　
一
、
金
拾
六
圓
六
十
六
銭
六
厘
　
試
ケ
月
分
利
子

　
　
一
、
金
九
圓
也
　
金
試
千
圓
　
電
信
為
替
振
込
の
節
、
打
分
入
用
取
替
分

　
　
　
〆
金
廿
五
圓
六
十
六
銭
六
厘
（
以
下
略
）

　
　
明
治
十
三
年
四
月
十
一
日
　
　
　
東
京
　
坂
上
半
七
（
印
）

　
　
西
京
　
頼
又
次
郎
様

こ
の
勘
定
書
に
着
目
し
、
木
崎
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　
こ
れ
で
見
る
と
、
東
京
の
一
書
蜂
だ
け
で
、
本
年
三
月
節
季
の
一
あ
ひ
分
が
、
当
時
の
式
千
圓
で
あ
っ
た
か
ら
に
は
、
三
都
そ
の
他



山本和明

　
　
の
総
高
は
、
驚
く
べ
き
巨
額
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
ふ
。

掲
載
資
料
の
み
で
「
武
千
圓
」
を
そ
の
ま
ま
印
税
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
留
保
す
る
と
し
て
、
相
応
の
金
銭
の
授
受
が
あ
っ
た

こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
で
は
今
回
の
手
形
に
み
る
金
額
は
ど
う
か
。
該
当
す
る
『
校
正
日
本
外
史
』
が
ど
れ
程
の
値
で
発
売
さ
れ
て
い
た
か
、
も
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
内
務
省
図
書
局
に
よ
る
明
治
十
八
年
二
月
分
『
出
版
書
目
月
報
』
第
八
十
六
号
に
、
「
頼
山
陽
著
／
日
本
外
史
　
中
本
十
二
冊
く
京
都

府
／
同
（
注
－
定
価
）
三
誘
惑
五
銭
V
再
版
　
頼
又
二
郎
〈
上
京
区
廿
二
組
東
三
本
木
上
ノ
町
〉
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
中
本
」
が
、

所
謂
半
紙
本
の
大
き
さ
を
含
む
こ
と
は
、
拙
稿
「
『
小
説
神
髄
』
の
周
縁
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
・
月
報
8
）
に
て
述
べ
て
お

り
、
袋
で
は
演
述
し
な
い
。
明
治
十
七
年
十
二
月
廿
六
日
間
別
製
本
」
御
壁
か
ら
十
八
年
三
月
十
日
出
版
と
少
し
間
隔
の
空
く
中
、
こ
の

『
出
版
書
目
月
報
』
記
載
の
も
の
が
、
今
回
考
察
の
書
籍
に
該
当
、
あ
る
い
は
相
応
に
近
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
目
安
と
し

て
、
こ
の
「
三
圓
廿
五
銭
」
を
定
価
と
し
て
想
定
し
て
み
た
い
。

　
仮
に
定
価
三
円
廿
五
銭
の
書
籍
に
対
し
、
一
冊
あ
た
り
八
銭
相
当
の
版
権
使
用
料
と
す
れ
ば
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

　
時
代
を
異
に
す
る
が
、
稲
岡
勝
「
『
続
一
年
有
半
』
の
出
版
契
約
書
」
（
日
本
出
版
史
料
5
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
発

行
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
四
年
九
月
博
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
中
江
兆
民
『
続
一
年
有
半
』
（
定
価
三
八
銭
）
で
は
「
本
書
ノ
出
版
二
付

テ
ハ
幸
徳
伝
次
郎
ハ
其
出
版
部
数
二
応
ジ
本
書
定
価
ノ
壱
割
二
当
ル
金
円
の
配
当
ヲ
受
ク
ル
権
利
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
の
契
約
書
も
残
存

す
る
と
云
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
『
校
正
日
本
外
史
』
の
場
合
、
あ
ま
り
に
廉
価
す
ぎ
る
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
『
校
正
日
本
外
史
』
は
木
版
摺
で
あ
り
、
活
版
に
比
し
て
刷
数
に
開
き
が
あ
り
、
コ
ス
ト
面
で
の
違
い
を
考
え
る

必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
の
売
捌
元
と
し
て
他
に
二
書
意
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
、
分
版
の
問
題
も
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

今
回
提
出
し
た
手
形
か
ら
、
単
純
に
頼
家
に
入
る
収
入
の
有
り
様
を
窺
い
知
る
に
は
、
今
少
し
資
料
的
に
補
う
必
要
が
あ
る
。
と
ま
れ
、

六
一
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六
一
、

一
新
興
書
犀
が
『
校
正
日
本
外
史
』
二
〇
〇
部
摺
る
に
あ
た
っ
て
、

八
銭
相
当
の
版
権
使
用
料
が
派
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
当
時
、
一
部
三
円
廿
五
銭
相
応
の
書
籍
に
対
し
、
板
台
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と
こ
ろ
で
、
先
掲
奥
付
と
「
板
賃
上
納
証
券
」
と
を
比
す
る
に
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　
出
版
権
と
し
て
記
載
さ
れ
た
「
虚
蝉
次
郎
」
は
、
頼
支
峰
の
こ
と
。
三
里
は
通
称
復
二
郎
、
読
復
。
明
治
元
年
大
学
二
等
教
授
。
そ
の

没
年
は
明
治
廿
里
七
月
八
日
、
享
年
六
十
七
歳
（
木
崎
著
書
第
八
章
参
照
）
で
、
洛
東
高
台
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
又
次
郎
が
、
出

版
人
に
名
を
連
ね
な
が
ら
も
、
「
板
賃
上
納
証
券
」
に
は
「
頼
龍
三
」
と
、
養
嗣
子
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
恐
ら
く
、
出
版
条
例
に
絡
ん
で
く
る
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
治
八
年
九
月
改
正
出
版
条
例
の
条
文
か
ら
抜
粋

し
て
お
く
。

　
　
第
十
三
條
　
版
権
年
限
未
タ
終
ラ
サ
ル
ノ
間
ハ
三
主
ノ
相
績
三
二
伝
フ
ヘ
シ

　
　
　
但
シ
版
権
譲
受
ノ
由
ヲ
相
績
人
ヨ
リ
内
務
省
へ
届
ケ
出
ヘ
シ

　
　
第
二
十
一
條
　
出
版
ノ
図
書
ニ
ハ
著
訳
者
ノ
住
所
氏
名
ヲ
記
ス
（
略
）
版
権
ヲ
相
続
シ
若
ク
ハ
売
買
シ
若
ク
ハ
分
版
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

　
　
相
続
買
主
及
分
版
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
住
所
氏
名
二
改
ム
ヘ
シ

　
　
第
二
十
四
條
　
版
権
ヲ
相
続
シ
若
ク
ハ
売
買
シ
若
ク
ハ
分
版
シ
及
ヒ
改
版
シ
テ
届
ケ
出
サ
ル
者
ハ
其
版
権
ヲ
失
フ
ヘ
シ

版
権
の
年
限
が
終
わ
る
ま
で
は
、
版
主
の
相
続
人
に
伝
わ
る
が
、
そ
の
際
相
続
し
た
者
に
よ
る
届
け
出
が
必
要
と
な
る
。
版
権
が
財
産
で

あ
る
以
上
、
他
者
に
売
買
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、
子
ど
も
な
ど
に
譲
る
と
い
う
行
為
が
、
死
去
相
続
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
方
を

重
く
み
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
「
版
権
買
受
譲
受
図
版
届
書
式
」
の
雛
形
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
部
抜
粋
し
て
お
く
。



山本和明

　
　
版
権
〔
買
受
／
譲
受
／
分
版
〕
御
届

　
　
一
　
書
名
　
何
誰
〔
著
／
訳
〕
　
何
冊
　
〔
大
／
小
〕

　
　
右
は
何
年
何
月
版
権
免
許
を
得
て
何
誰
所
持
候
処
今
度
示
談
の
上
竪
誰
〔
買
受
／
譲
受
／
分
版
〕
候
に
付
〈
版
画
死
去
相
続
人
受
継

　
　
く
と
き
は
今
度
以
下
に
代
る
に
下
文
を
用
ふ
　
何
月
何
日
同
人
死
去
私
版
権
相
続
致
候
に
付
〉
此
段
御
仁
申
上
候
也

売
買
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
分
版
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
実
質
的
に
立
ち
会
う
者
へ
名
義
換
え
を
す
る
場
合
は
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し

実
際
上
の
書
騨
と
の
交
渉
そ
の
他
は
、
版
主
自
身
の
み
で
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
段
階
で
、
龍
三
が
又
次
郎

の
名
代
を
実
際
上
務
め
て
い
た
こ
と
が
証
文
（
木
崎
著
書
一
七
六
頁
掲
載
）
よ
り
分
か
る
。

　
　
　
十
三
年
三
月
三
日
、
支
峰
名
代
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
証

　
　
一
、
外
史
・
政
記
其
他
之
版
木
、
浅
井
（
河
内
屋
）
吉
兵
衛
所
持
之
分
、
今
般
柳
原
（
同
）
喜
兵
衛
外
三
名
へ
譲
渡
に
相
成
候
に
就

　
　
て
は
、
（
以
下
略
）

　
　
　
　
三
月
三
日
　
　
　
　
頼
又
次
郎
代
　
頼
龍
三

　
　
　
仲
裁
人
総
代
　
藤
井
克
三
殿

今
回
の
資
料
「
板
賃
上
納
証
券
」
も
、
そ
の
意
味
で
、
実
質
的
に
強
暴
と
交
渉
を
果
た
し
た
人
物
を
宛
先
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
お
わ
り
に

　
明
治
二
〇
年
代
に
活
躍
し
た
尾
崎
紅
葉
は
、
版
権
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
菅
聡
子
『
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
』
韻
文

社
）
。
そ
れ
に
対
し
、
今
回
の
『
校
正
日
本
外
史
』
の
場
合
、
明
治
期
出
版
機
構
の
形
成
期
以
前
か
ら
、
出
版
に
関
わ
る
莫
大
な
利
益
を
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六
三



六
四

巡
っ
て
係
争
を
重
ね
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
に
至
っ
て
な
お
『
日
本
外
史
』
は
売
れ
続
い
て
い
た
故
に
、
版
権
意
識
は

徹
底
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
相
続
人
に
と
っ
て
、
そ
の
出
版
を
巡
る
や
り
と
り
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
家
の
維
持
に
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
あ
っ
た
。
今
回
の
報
告
で
は
、
一
枚
の
紙
片
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
を
報
告
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
に
委
ね
た
い
と
思
う
。
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